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登場は大正 13年 5月の雑誌「文芸戦線」の創刊であり、新感覚派の登場は大正 13年 10月の雑誌「文
芸時代」の創刊である。したがって、昭和文学の起点は、少なくとも大正 13 年までは遡らなけれ
ばならない。そもそも大正文学の起点は明治 43 年 4 月の雑誌「白樺」の創刊、すなわち武者小路
実篤・志賀直哉・有島武郎らの「白樺派」の登場とするのが最も有力な説であるが、雑誌「白樺」
は大正 12 年 8 月の第 160 号で終巻となった。「白樺」廃刊は大正文学の終焉を象徴する文学的事件
であるが、それは外的な要因によって第 161号が刊行できなかったからである。その外的要因とは、






と転換した。以上のことから、昭和文学の起点を大正 12 年 9 月 1 日の関東大震災と考えるのが最
も妥当である。 
昭和 12 年 7 月、演習中の日本軍と中国軍が盧溝橋で衝突し、日中戦争が始まった。関東大震災
講座 





大正 13 年 5 月、平林初之輔・青野季吉・前田河広一郎・葉山嘉樹らによって「文芸戦線」が創
刊され、プロレタリア文学が日本に登場した。14年 3月には「治安維持法」が成立し、左翼の活動
家への弾圧が強化される。12 月には、「文芸戦線」の作家たちが中心となって「日本プロレタリア
文芸連盟」（プロ芸）が結成された。葉山嘉樹の代表作である『セメント樽の中の手紙』（15 年 1 月）
















ア文学の名作である小林多喜二の『蟹工船』（5 月～6 月）や徳永直『太陽のない街』（6 月～11 月）
が発表された。5 年 4 月、ナップは共産主義芸術の確立を運動方針に決定し、9 月に機関誌「ナッ
プ」を創刊した。6 年 9 月、日本軍は中国東北部の満州の南満州鉄道（日露戦争によってロシアか
ら日本に譲られた鉄道）を爆破し、それを中国の仕業だとして満州を占領した「満州事変」が起き







年将校によるクーデタ未遂事件「五・一五事件」が起き、犬養毅首相が殺害された。8 年 2 月、小
林多喜二が逮捕され、特高による拷問のために築地署内で殺害された。6 月、日本共産党の重要な
講座 




『故旧忘れ得べき』（10年 2月～11年 9月）や中野重治の『村の家』（10年 5月）が「転向文学」の
名作である。プロレタリア作家への厳しい弾圧とプロレタリア作家の転向によって、9年 2月、「プ
ロレタリア作家同盟」（ナルプ）は自ら解散を宣言するまでに追い込まれ、プロレタリア文学は消滅





は馬車に乗って』（15年 8月）を、川端康成は『伊豆の踊子』（15年 1月～2月）を発表した。昭和 2
年 12 月、浅草・上野間に日本初の地下鉄が開通し、震災で壊滅した浅草はモダンな歓楽街として
復活して栄える。その活気に満ちた浅草を舞台とする小説が川端康成の『浅草紅団』（昭和 4 年 12








葉が取れて「芸術派」と呼ばれるようになった。作品発表の場を広げるために、5 年 5 月には横光
利一・川端康成・堀辰雄・永井龍男・井伏鱒二・小林秀雄らによって雑誌「作品」が創刊され、さ







想』（9年 4月）、堀辰雄は『風立ちぬ』（11年 12月～13年 3月）を書いた。その他の「芸術派」の代
表作として、井伏鱒二の『山椒魚』（4年 5月）、牧野信一『ゼーロン』（6年 10月）、丹羽文雄の『鮎』
（7 年 4 月）、石坂洋次郎の『若い人』（8 年 5 月～12 年 12 月）、宇野千代の『色ざんげ』（8 年 9 月）、
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6 月）を、島崎藤村が『夜明け前・第一部』（4 年 4 月～6 年 10 月）と『夜明け前・第二部』（7 年 4
月～10年 10月）を、永井荷風が『濹東綺譚』（12年 4月～6月）を発表した。志賀直哉は『暗夜行
路』（大正 10 年 1 月～昭和 12 年 4 月）の最終章を 12 年 4 月に発表した。大正文学の旗手ともいう
べき芥川龍之介は、昭和 2年 7月、自ら命を絶った。大正文学の終焉を告げるような象徴的な出来
事であった。遺作の『歯車』（昭和 2年 10月）や『或阿呆の一生』（昭和 2年 10月）が芥川の死後に
発表された。 
